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復の兆し見られるも，先行き不透明感が強い―」 2009年９月10日 関西
社会経済研究所 入江啓彰との共著
75．「関西経済の現況と予測 Kansai Economic Insight Quarterly No. 3―足
下の回復は浮揚力に欠けるも，先行きはやや強め―」 2009年12月７日
関西社会経済研究所 入江啓彰との共著





77．「関西経済の現況と予測 Kansai Economic Insight Quarterly No. 5―足
下は回復が始まるも，力強い足取りとはならず―」 2010年２月25日 関
西社会経済研究所 入江啓彰との共著
78．「関西経済の現況と予測 Kansai Economic Insight Quarterly No. 6―足
下は一進一退も，外需と政策の下支えで回復基調―」 2010年６月３日
関西社会経済研究所 入江啓彰との共著
79．「関西経済の現況と予測 Kansai Economic Insight Quarterly No. 7―回
復要因の効果剥落で，景気の先行き不透明感強まる―」 2010年９月１日
関西社会経済研究所 入江啓彰との共著
80．「関西経済の現況と予測 Kansai Economic Insight Quarterly No. 8―外
的要因により足踏み状態も，先行きは景気後退回避―」 2010年12月３日
関西社会経済研究所 入江啓彰との共著
81．「関西経済の現況と予測 Kansai Economic Insight Quarterly No. 9―一
時的な踊り場を抜けて再び緩やかな回復へ―」 2011年３月２日 関西社
会経済研究所 入江啓彰との共著
82．「関西経済の現況と予測 Kansai Economic Insight Quarterly No. 10―東
日本大震災の影響で一時的に停滞も先行きは堅調―」 2011年６月３日
関西社会経済研究所 入江啓彰との共著
83．「関西経済の現況と予測 Kansai Economic Insight Quarterly No. 11―景
気は足下回復傾向，先行き電力供給不足の影響で高まる不確実性―」
2011年８月30日 関西社会経済研究所 入江啓彰との共著
84．「関西経済の現況と予測 Kansai Economic Insight Quarterly No. 12―高
まる先行き景気のダウンサイドリスク―」 2011年11月28日 関西社会経
済研究所 入江啓彰との共著




86．「関西経済の現況と予測 Kansai Economic Insight Quarterly No. 14―今
夏厳しさを増す関西経済―」 2012年６月１日 アジア太平洋研究所 入
江啓彰との共著
87．「関西経済の現況と予測 Kansai Economic Insight Quarterly No. 15―岐
路に立つ関西経済―」 2012年８月30日 アジア太平洋研究所 入江啓彰
との共著
88．「関西経済の現況と予測 Kansai Economic Insight Quarterly No. 16―最
悪期は過ぎたが依然不透明感の高い関西経済―」 2012年11月28日 アジ
ア太平洋研究所 入江啓彰との共著
89．「関西経済の現況と予測 Kansai Economic Insight Quarterly No. 17―ア
ベノミクスは関西経済を浮揚できるか？―」 2013年３月１日 アジア太
平洋研究所 入江啓彰との共著
90．「関西経済の現況と予測 Kansai Economic Insight Quarterly No. 18―回
復を持続可能とするための成長戦略の早期実現―」 2013年５月30日 ア
ジア太平洋研究所 入江啓彰との共著
91．「関西経済の現況と予測 Kansai Economic Insight Quarterly No. 19―足
下の好調を持続可能とするために―」 2013年８月29日 アジア太平洋研
究所 入江啓彰との共著
92．「関西経済の現況と予測 Kansai Economic Insight Quarterly No. 20―消
費増税の影響の表れ方に差はあるか―」 2013年11月28日 アジア太平洋
研究所 入江啓彰との共著
93．「関西経済の現況と予測 Kansai Economic Insight Quarterly No. 21―関
西経済は足下回復も先行きは純輸出の動向に依存―」 2014年２月27日
アジア太平洋研究所 入江啓彰との共著





95．「関西経済の現況と予測 Kansai Economic Insight Quarterly No. 23―全
国に比して反動減の影響が軽微な関西経済―」 2014年８月26日 アジア
太平洋研究所 入江啓彰との共著
96．「関西経済の現況と予測 Kansai Economic Insight Quarterly No. 24―関
西経済は緩やかな回復基調も，長引く消費増税からの調整―」 2014年11
月26日 アジア太平洋研究所 入江啓彰との共著
97．「関西経済の現況と予測 Kansai Economic Insight Quarterly No. 25―緩
やかな回復基調にある関西―」 2015年２月26日 アジア太平洋研究所
入江啓彰との共著
98．「関西経済の現況と予測 Kansai Economic Insight Quarterly No. 26―緩
やかながら堅調な回復が続く関西―」 2015年５月28日 アジア太平洋研
究所 入江啓彰との共著
99．「関西経済の現況と予測 Kansai Economic Insight Quarterly No. 27―緩
やかな回復局面から踊り場を迎える関西経済―」 2015年８月27日 アジ
ア太平洋研究所 入江啓彰との共著
100．「関西経済の現況と予測 Kansai Economic Insight Quarterly No. 28―踊
り場を迎え足踏み状態が続く関西経済―」 2015年11月26日 アジア太平
洋研究所 入江啓彰との共著
101．「関西経済の現況と予測 Kansai Economic Insight Quarterly No. 29―関
西経済は足踏み状態から後退気配，先行きに警戒感強まる―」 2016年２
月24日 アジア太平洋研究所 入江啓彰との共著




103．「関西経済の現況と予測 Kansai Economic Insight Quarterly No. 31―関
西経済は弱い基調が定着，先行きも好材料に乏しい―」 2016年８月30日
アジア太平洋研究所 入江啓彰との共著
104．「関西経済の現況と予測 Kansai Economic Insight Quarterly No. 32―足
下は停滞局面続くも先行きに緩やかな持ち直しの兆し―」 2016年11月29
日 アジア太平洋研究所 入江啓彰との共著
105．「関西経済の現況と予測 Kansai Economic Insight Quarterly No. 33―岐
路に立つ関西経済，持ち直しの動きを持続できるか―」 2017年２月28日
アジア太平洋研究所 入江啓彰との共著
106．「関西経済の現況と予測 Kansai Economic Insight Quarterly No. 34―停
滞を抜けて内外需とも好材料が見られる関西―」 2017年５月30日 アジ
ア太平洋研究所 入江啓彰との共著
107．「関西経済の現況と予測 Kansai Economic Insight Quarterly No. 35―緩
やかな改善が続く関西経済―」 2017年８月30日 アジア太平洋研究所
入江啓彰との共著
108．「関西経済の現況と予測 Kansai Economic Insight Quarterly No. 36―停
滞を抜け，堅調な改善が続いている―」 2017年11月28日 アジア太平洋
研究所 入江啓彰との共著
109．「関西経済の現況と予測 Kansai Economic Insight Quarterly No. 37―緩
やかな内需の好循環で総じて改善している―」 2018年２月28日 アジア
太平洋研究所 入江啓彰との共著
110．「関西経済の現況と予測 Kansai Economic Insight Quarterly No. 38―改
善基調に一服感，踊り場にある関西経済―」 2018年５月31日 アジア太
平洋研究所 入江啓彰との共著





112．「関西経済の現況と予測 Kansai Economic Insight Quarterly No. 40―２
つの輸出により足下景気は堅調も先行きに黄信号」 2018年11月26日 ア
ジア太平洋研究所 入江啓彰との共著
113．「関西経済の現況と予測 Kansai Economic Insight Quarterly No. 41―足
下の景気は堅調だが先行き下降局面を迎える」 2019年１月８日 アジア
太平洋研究所 入江啓彰との共著
114．「関西経済の現況と予測 Kansai Economic Insight Quarterly No. 42―先
行きの減速リスク高まる関西経済」 2019年２月27日 アジア太平洋研究
所 入江啓彰との共著
115．「関西経済の現況と予測 Kansai Economic Insight Quarterly No. 43―一
部底堅さも見られるが，先行き不安で弱含み」 2019年５月30日 アジア
太平洋研究所 入江啓彰との共著
116．「関西経済の現況と予測 Kansai Economic Insight Quarterly No. 44―足
下底堅く推移しているが不透明感の強まりから先行き弱含み」 2019年８
月29日 アジア太平洋研究所 入江啓彰との共著
117．「関西経済の現況と予測 Kansai Economic Insight Quarterly No. 45―内
外需ともに弱さが目立ち，停滞懸念が顕在化―」 2019年11月28日 アジ
ア太平洋研究所 入江啓彰との共著
118．「関西経済の現況と予測 Kansai Economic Insight Quarterly No. 46―確
固たる成長牽引役が先行き不在となる関西」 2020年１月８日 アジア太
平洋研究所 入江啓彰との共著
119．「関西経済の現況と予測 Kansai Economic Insight Quarterly No. 47―民
需外需の失速が鮮明，正念場迎える関西経済」 2020年３月４日 アジア
太平洋研究所 入江啓彰との共著




121．「関西経済の現況と予測 Kansai Economic Insight Quarterly No. 49―弱
含みの関西経済に COVID-19が追い打ち」 2020年５月28日 アジア太平
洋研究所 入江啓彰との共著
122．「関西経済の現況と予測 Kansai Economic Insight Quarterly No. 50
COVID-19の感染拡大で記録的な景気減速」 2020年８月27日 アジア太
平洋研究所 入江啓彰との共著
123．「関西経済の現況と予測 Kansai Economic Insight Quarterly No. 51―景
気は持ち直しているが弱い動きが続く：感染拡大防止と社会経済活動維持
のジレンマ―」 2020年11月26日 アジア太平洋研究所 入江啓彰との共
著
124．「関西経済の現況と予測 Kansai Economic Insight Quarterly No. 52―
GDP２次速報を反映し関西経済予測を改定 20年度－5.1％，21年度＋3.6







ロ計量モデルによる分析―」 昭和63年７月 神戸学院大学Working Pa-




2．“Fiscal Policy and the Twin Deficits Problem - A Simulation Analysis Us-
ing the US-Japan LINK Model -” June 1990 Kobe-Gakuin University
Working Paper Series（A）No. 3 with Tamaoka Masayuki （Kobe Univer-
sity）
3．Quadrilateral Trading Patterns : China-Japan-USA and Rest of the World,
1990 with L.R. Klein, L. J. Lau, Shen Lisheng, Xu Leilei（Mimeo.）
4．“How to Reduce the Trade Imbalance Import Subsidy, Export Surcharge
or International Coordination?” July 1990 Kobe-Gakuin University Work-
ing Paper Series（A）No. 5,
5．“The ICSEAD Japan-United States-Rest of the World Model” July, 1991
ICSEAD Working Paper Series（A）No. 915 with Robert F. Wescott（IC-
SEAD）
6．「国際東アジア研究センター福岡県モデルの概要」 1992年11月 IC-
SEAD Working Paper Series（B）No. 923 藤川清史との共著
7．「国際東アジア研究センター日本モデルの概要」 1992年11月 IC-
SEAD Working Paper Series（B）No. 924 藤川清史との共著
8．「国際東アジア研究センター貿易連関モデルとシミュレーション」
1992年11月 ICSEAD Working Paper Series（B）No. 925 藤川清史との
共著
9．“Outline of ICSEAD’s Fukuoka Prefecture Model,” January, 1993 IC-
SEAD Working Paper Series（A）No. 931 with Kiyoshi Fujikawa（Osaka
University of Economics）
10．“Outline of ICSEAD’s Japan Model,” January, 1993 ICSEAD Working
Paper Series（A）No. 932 with Kiyoshi Fujikawa（Osaka University of
Economics）
11．“Outline of ICSEAD’s Trade Linkage Model and Simulation” January,
lvi
1993 ICSEAD Working Paper Series（A）No. 933 with Kiyoshi Fujikawa
（Osaka University of Economics）
12．“Outline of ICSEAD’s US Model” June, 1993 ICSEAD Working Paper
Series（A）No. 934 with Kiyoshi Fujikawa（Osaka University of Econom-
ics）
13．“Development and Application of ICSEAD World Link Model -Empirical
Analysis of Impacts of a Free Trade Area in Dynamic Asian Economies-”
June, 1993 ICSEAD Working Paper Series（A）No. 934 with Yasukazu
Ichino of ICSEAD
14．自由貿易地域形成の経済効果：還太平洋地域を例にとったシミュレー
ション｣ 1994年12月 ICSEAD Working Paper Series（B）No. 947 藤
川清史との共著
15．“Econometric Model Building of the Chinese Economy and Some Simu-
lation Analyses” 1995 ICSEAD Working Paper Series（A）No. 953 with
Kiyoshi Fujikawa of ICSEAD
16．“Econometric Impact of the Regional Integration with special Reference
to APEC” 1995 ICSEAD Working Paper Series（A）No. 955 with Yasu-
kazu Ichino of ICSEAD
17．“Long Term Outlook for the Japanese Economy” 1996 ICSEAD Work-
ing Paper Series（A）No. 961 with Yasukazu Ichino of ICSEAD
18．「連鎖型指数への移行と米国モデル」 1996 ICSEAD Working Paper
Series（A）No. 962 市野泰和との共著
19．「ICSEAD世界リンクモデルの構造」 1999 ICSEAD Working Paper
Series（A）No. 996
20．「関西経済予測モデルの改訂」 2013年１月 Asia Pacific Institute of













3．“Development and Application of ICSEAD World Link Model - Empirical
Analysis of Impact of a Free Trade Area -” June 1993 the Far Eastern
Meeting of the Econometric Society, Taipei with Kiyoshi Fujikawa（Osaka
University of Economics）
4．日本経済研究センター「3E Econometric Model for the Japanese Econ-
omy : An Energy Balance Approach」 2010年７月 2～3日 マクロモデル
研究会 下田充との共同報告
5．日本経済研究センター「震災後の電力供給制約の日本経済・関西経済










渡部肇氏と共同報告） 2014年９月12～13日 マクロモデル研究会 小川
亮，渡部肇と共同報告
9．国連経済社会局（United Nations Department of Economic and Social
Affairs）「世界経済専門家会議（プロジェクトリンク）」報告 2015年10月
21～23日 United Nations, New York City, USA
10．日本経済研究センター「訪日外国人消費の経済効果」を報告 2016年
９月 9～10日 マクロモデル研究会 下田充との共同報告
11．日本経済研究センター「個票から見たインバウンド需要の分析につい


































































































































































































































―持続可能な観光戦略を目指して―」 2020年11月19日 DMG MORIや
まと郡山城ホールレセプションホール
【その他の活動等】
1．PEO Forecasters Meetingの SESSION 1 Outlook for the United States
and Japan にてプレゼンテーション 2006年３月16～17日
2．PEO Forecasters/SOTR Meetingにて Special Presentation on Modeling




3．PEO Forecasters/SOTR Meeting SESSION 2 にて Outlook for the
United States and Japanにて プレゼンテーション 2008年３月18～19日
Saul H. Hymans and Yoshihisa Inada
















13．“Japan will need more energy, but maybe not from CANADA-Our In-
dustry has been slow off the mark when it comes to tapping into Asian mar-

























































43．「数字で見る関西経済 関西の実質 GRP成長率1.4％」コメント 2018
年１月３日 産経新聞
lxx
44．「関西経済 訪日観光 神戸が苦戦」コメント 2018年１月11日 産経新
聞
45．「財界セミナー開幕 通商政策 TPP11を評価」コメント 2018年２月９
日 読売新聞








51．「学生×地元生徒 探る未来」コメント 2018年10月23日 朝日新聞
52．「データで見る関西 失われた50年 その先へ」コメント 2019年４月23
日 日本経済新聞他１紙
53．「地域の掲示板」講演会に関する記事 2019年７月２日 神戸新聞





58．「関西経済ダメージ増幅」コメント 2020年５月18日 Sankei Biz
59．「関西経済“回復”へ一歩」コメント 2020年５月22日 フジサンケイ
ビジネスアイ
60．「関西経済“回復”へ一歩」コメント 2020年５月22日 Sankei Biz
































































2014年４月４日 在大阪タイ王国総領事館 Vichit chitvimarn，副総領事
Uraiwan Khuhaprema，領事 Thitiya Panmanee
91．「日米超短期 GDP予測，関西経済のトピックス，アベノミクスと主要
地域の超長期 GDP見通し等」意見交換 2014年４月22日 アメリカ・ク
リントン政権シェルパ Robert Fauver
92．「関西経済の概要，見通し，消費増税の影響等」意見交換 2014年６月



















2015年３月４日 ミャンマー開発資源協会（MDRI）Min Zar Ni Lin，ミャ













104．「関西経済について」意見交換 2016年12月６日 米国大使館 Nicholas
Hill経済・科学担当公使
105．「関西経済，アジア太平洋経済全般について」意見交換 2017年６月22


















ラリア大使館 David Lowe財務・経済担当公使・参事官，Sharon van Etten
シニアリサーチオフィサー
114．「関西経済の動向について」意見交換 2019年４月26日 元中国財政部
副部長 朱光耀，元中国商務部副部長 龍永図
115．「関西経済の動向，アベノミクスの効果について」意見交換 2019年９
月27日 オランダ経済分析局（CPB）
116．「関西経済の動向について」意見交換 2019年11月１日 韓国総領事館
Kim Myoung-jung領事
117．「関西経済の動向について」意見交換 2019年11月11日 英国大使館
Naomi Davies経済金融担当参事官
118．「関西経済の動向について」意見交換 2019年12月４日 中国国際人材
交流協会
119．「関西経済の動向について」意見交換 2020年３月２日 駐大阪・神戸
lxxvi
米国総領事館 Colin Fishwick政治経済担当領事
lxxvii
稲田義久教授 略歴・著作目録
